




従来より,日本の相撲技術名称 は,四 十八手 と称 されていたが,実 際には,
八十二手,八 十六手,百 手,三 百手を越 えるとされていた。
明治大学教養論集・通巻210号「相撲技術の変遷」によれば,古 今の相撲技術
名称 を30の出典 よ り収録し,656手としている。さらに続 けて,江戸時代の中期
は相撲技術名称の消長から見て,も っとも相撲の盛んな時代の1つ であったと
している。そして難解な,ま たは修辞的表現の多い特殊名称 は,時代が下るに
つれて減 り,名称 中の動詞含有率 は逆に増 える傾向が指摘されている。しか し
ながら,年代 による技術名称の特徴がいまひとつはっきりとしない。
ここでは,そ れらの文献 に従い,そ の年代順 に相撲技術名称 を収録すること





の選定 ・年代推定,出 典中の相撲技術名称の確認 ・採用に際 しては,「相撲技術
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名称の変遷」の手法に従った。相違 した点 は,NEC社製PC-9801VXパーソナ
ル コンピューターを使い,デ ーターベースシステムにより集計等の作業 を簡便
にした点である。
以下 にそれ らの相撲技術の名称 を示す と次の様 になる。順 に,出典整理番号,
出典名(出 典成立年代・西暦 ・全名称数 と採用内数),相撲技術名称である。尚,
後の比較検討 を容易 にするために,現在の決 まり手 と勝負結果2手 については,
名称を[コ で囲んだ。
① 新猿 楽記(永 承7・1052年ごろ,全6名 称 中6名 称採用)
内揚 み,小 頸,小 腋,逆 手,外 揚 み,亘 掛。
② 山家集(治 承2・1178年ごろ,全2名 称 中2名 称採用)
あけ どの しさ り,鴨 の入首。
③ 古今 著聞集 健 長6・1254年,全1名 称 中1名 称採用)
腹 くじり。
④源平盛衰記(鎌 倉末 ・1300年ごろか,全5名 称中3名 称採用〉
大渡 し,大渡懸,小 渡懸。
⑤異本 曽我物 語(鎌 倉末～室町初 ・1400年ご ろか,全17名称 中15名称採用)
入搦,後 亘,小 頭掛,掛 入,蹴 腕 級,蹴 逆手,蹴 爪,手 房取,辻 搏,手 斧,
走 亘,皮 肚 取,前 亘,向 搦,胸 反。




負い投,落 し,[塾],搦,蛙 投,骨 法張,無 手,そ り,劇,爪 取 り,趙,
はね 搦,櫓 。
⑧竹齋物語(元 和7～9,寛 永13ごろ ・1636年ごろ,全9名 称 中9名 称採用)
入営,大 腰,く るまなげ,さ し くび,さ また返 し,は ね返 し,向 附,も とづ
め,よ こだお し。
⑨相撲強弱理合書(延 宝年間 ・1673～1680年,全48名称 中43名称採 用)
相合頭ひね り,う たせの手,裏 がらみ,[酬,胸 なげ,卵,陸 圏,掛
残,河 津の掛 の一本立,縦 込,小 腰,敷 小股,四 肢の張身,そ こえん,袖 返,
幽,手 繰蹴返,立 居腰,立 眼相,た ぬ きの腰投,伝 反,つ つ り込 み,つ み
のおおこころ,外 足飛反,飛 違,留 反,取 手崩,浪 枕,な や しの手,腰 投,
波離間なげ,曳 捨,曳 廻,膝 車,髪 廻 し,み ず離 れ,三 所詰,胸 投,両 手の
爪取,四 ツ手蹴返 し,寄 投,わ く抜 け,鷲 のつかみあが り。
⑩南部相撲取組(延 宝4・1676年,全128名称中100名称採用)
あ い こ う そ り,あ け そ り,い きあ い,居 腰,磯 の 波,[函,一 寸 反,一 足 取,
陰陽の構,う けそ り,う しろこう,う ちたて,う つぼつ け,上 手反,上 見ぬ
わ し,え ち こひね り,厭 生反,大 逆手,折 返 し,か いなすか し,㊥,か え
りけ返 し,か た し き,片 輪 車,絹 か つ ぎ,き ぬ そ り,き りひ し ぎ,組 ひ ね り,
朽木たおし,朽 木反,車 返,[魎,下 段構,こ うつ き,こ しひね り,小 鷹 の
羽 折,こ っ ま ど り,小 膝 まわ し,こ ま た 返 し,こ また とめ,五 輪 砕 き,送 附,
さまた,し が らみ,鴫 の羽返,獅 子の はか らみ,[蓮丞国,上 段構,す か し,
圃 図,す じかえが け,せ おい こみ,足 とめ,そ くび,そ くびかえ し,そ りだ
し,そ り捻 り,た しの手,立 居 そ り,だ しの三所,中 反 り,中 段構,中 投,
つ きたて,外 足,飛 反,と んぼ うか えし,胴 捻 り,投 残 り,投 の三所,鯨 の
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水 離,ぬ きこまた,ね ち まわ し,の ぼ りお さえ,登 り掛,の ぼ り くし き,は
すの葉返 し,は ねそ り,は ね投,羽 ふ しそ り,腹 や ぐら,ひ きそ り,膝 や ぐ
ら,ひ しぎ,ひ しぎ反,ひ しぎ投,捻 返,前 附捻,水 車,む こうひね り,無
想出 し,無 名 の構,諸 捻,や が らか け,や ぐらか け,雪 の下そ り,四 手 お と
し,四 手 崩,四 手 すか し,四 手捻。
⑪ 身構五種取組(宝 永元 ・1704年,全117名称 中33名称採用)
あげそ り,居 腰 の くじき,陰 陽の相,[鋼,上 手経,大 腰 のひ しぎ,か け一
本立,か けひ しぎ,搦 み投,鹿 足詰,総 か えし,縦 なげ,く じき倒 し,蜘 手
別,下 段 の相,小 腰 のひ しぎ,籠 手落,こ またそ り,遺 掛,さ またの人 身,
上段 の相,す か しひね り,[頭型,折 虚 の人身,挟 の下反,中 段の相,投 の三
所詰,乗 りくじき,は ぶ しそ り,引 まわ し,も たれ の人 身,寄 相,筋 合。
⑫ 相撲伝書(享 保 年間 ・1716～1735年,全15名称 中7名 称 採用)
相投,上 手 の人身,掛 の一本立,下 手櫓投,投 の摺腰,ひ しぎ出,矢 柄投。
⑬相撲 鬼拳(宝 暦年中 ・1751～1763年,全56名称 中33名称採用)
相引廻 し,一足かけ,うたせ捻,[E墾],上 手や ぐら,お しなげ,折 のかけ,
か らみや ぐら,[亟 囲,逆 捻,[圏,籠 手捻,逆 手投,さ び矢,左 右捻,
猿すべ り,唖],下 矢倉,挽 出し,酬,[三 極 到,圏,つ まそ り,
飛か け,な たがけ,寝 そ り,引 す え,奏 者 とり,三 所掛,三 所 〆掛,無 相,
もたれ掛,持 出 し。
⑭ 相撲大全(宝 暦年間 ・1751～1763年,全106名称 中68名称 採用)
あお り,人 ちが い,内 こまた,内 ぼ うき,[魎,腕 投,上 手すか し,猿 猴
のつ たい あ し,え んづ り,お いさば き,大 さまた,腕 反,片 手 くぐり,か ら
す飛,蛙 掛,衣 かつ ぎ,[麺,逆 投,く さず りづめ,く じき出,庭 園,腰
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挫 き,逆 や ぐら,働,叉,猿 の一飛,下 手櫓,忍 び釣 り,芝引,し ゅもく
なげ,す が り,素首落,素 首投,医 丞重目,外ぼうき,[魎,手 繰,1極],
たす き投,た た きよせ,出 し,つ かみやか ら,つ き櫓,つ つ き蹴返,つ りあ
げ,囲,手 くだ き,手 さば き,て ん こう反,土 俵 まわ し,投 げ,は ね出 し,
引 あげ,瓢 廻 し,紛 突 出,圏 コ,む そ う とま り,め 手 やが ら,も じ りが け,
もたれなげ,本 手投,も ろて くぐり,矢 柄,行 合 い,夢 枕,弓 手 や が ら,四
手 も どき,渡 掛 。
⑮相撲 大全 ・埆 力秘要録(宝 暦年 間 ・1751～1763年,全63名称 中19名称採用)
足折掛,居 眠,い し腰,磯 の並枕,一 方掛,居 投,え ち こが け,掛 前後,擬
宝珠,け 捻 り,立 眼,手 くみ倒,飛 投,な や し捻,は ね掛,引 接,ひ ね りぞ
り,行 下力草,脇 ぬ け。
⑯相撲 大全 ・手捌八十 二手(宝 暦 年間 ・1751～1763年・寛 政 も,全82名称 中50
名称採用)
磯打 浪,一 体 一生一 ツ刎,受 落 し,受 た ぐり,う たせ,打 返 し,打 ち臥,う
つぼな げ,う らばね,上 手 くじき,上 手 けか え し,上 手 出 し,お い落,か き
廻 し,片手が らみつたへ出し,か らみ出 し,剛],挾 込,腰 のなみ受反,
小股,五 輪崩,逆 手蹴 返 し,さ ぐ り当,三 股,綴 投,四 肢 の一足横 な ぐ り,
袖返 し,備 崩 し,手 操 蹴,た ぐりとあ し,た す きが け,つ かみあ げ,吊 投,
引送 り,引 き廻 しと足,膝 お し,膝 反,前 附釣投,前 附蹴返,前 引片男浪,
巻か え,夢 想,馬 手 草摺返 し,持 込,双 手投,弓 手返,四 ツ手腹投,両 ため
出 し,鷲 の羽落,渡 しと足。
⑰相撲大全 ・手砕 八十 六手(宝 暦 年間 ・1751～1763年・寛 政 も,全82名称中63
名称 採用)
あげ まさづめ,浮 足,牛 弾,え り渡 し,え ん こうぞ り,お いつか め,折 入れ
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足,か か りなや し,抱 え釣,掛 のほ ぐれ,肩 送 り,片 手 くぐみ,帰 乗の足,
虚実の体,華 押ひ しぎ反,草 摺 だめ,草 摺づぬ,首 抱 え釣,け ん とう釣出 し,
けん とう流れあ し,こ ひのた き昇 り,呼 吸人身,ご ざる廻 し,腰 入か え足,
腰返 し,腰 車,腰 よつたへ,小 手返 し,こ んのふ,仕 掛の体,四 肢 の人身,
四肢 の総 まくり,四 肢 の歯噛,下 手かが り,下 手飛反 り,裾 返 し,高 足,た
す きおい落 し,た す き横投,抱 廻 し,つ きみ腰,附 込 み,つ たへ足,つ め小
足,手 合見競勝負 の初,逃 身,抜 上 げこ足,抜 込 み,の こり,の こ りとまり,
喉輪 づめ,の び運 び,旗 折返 し,は ねの受身,匿 璽],ひ りうそ く,待 請,
もたれの体,横 矢筈,四 ツ手初 り,分 身,渡 り足,輪 違反。
⑱ 相撲 図式(安 永年間 ・1772～1780年,全61名称 中12名称採用)
相 引廻不変,一 寸返,う け返 し,折 倒 し,抱 投,き ぬ うり,蹴 返 の当,児 の
手柏,立 居返,喉 附,引 廻 の人身,む そう捻。
⑲上 覧相撲記(寛 政3・1791年,全50名称中30名称採 用)
うきそ く負,押 切 り,匪画 工],押詰,か いなひね り,か け くじき,か けわた
しだ し,1極圏,そ くぎれ,つ きで負,つ め,釣 出 し,土 俵わ た り,土 俵わた
りのぞ く,投 の こり押切,な げわた し,は ね,は ね押切,ひ きお としつめ,
引倒 し,ひ ね り,捻 倒,ふ み き りそ く負,ふ み きり負,ふ み こしそ く負,ふ
み こし負,や ぐらだ し,四 ツ手投,四 ツ手 のつ め,四 ツ手持 出 し。
⑳相撲隠裏解(寛 政5・1793年,全51名称 中17名称採用)
一本掛 ,上 矢倉,掛 もたれ,片 手枠,く じき,挫 き反,下 手 矢倉,手 操掛,





喉輪 匝],[蜘,[ヨ ⑮,[薗 図,匿 列,圃]。
⑫大正の四十 八手(大 正年間 ・1912～1926年,全47名称 中2名 称採 用)
ひ き返 し,四 身 ちが い。
⑳一味清風(大 正13・1924年,全60名称 中11名称採用)
'出水川
,腕 反,上 突 張,[極亟 ヨ,擬 帽子反,け ん けん,突 放 し,伝 え投,手
車,手 四 つ,渡 り掛 。
⑭相撲新書(昭 和3・1928年,全48名称 中2名 称 採用)
ひ きこまた,四 違 。
⑳相撲道綜鑑(昭 和15・1940年,全140名称 中44名称採用)
いなし,上手突落,上 手の逆捻 り,囲 到,押突放,抱 出,片 閂,か っぱじく,
極捻 り,首 の櫓投,頸 叩,[首捻 り],区画,小 手捻,[壇 到,提 出,獅 子
の谷のぞ き,下手突落,下 手の逆捻,[圃,高 無双,医 到,突 張,吊 放,
吊寄,鉄 砲,鈷 の押切,[玉璽劃,抜 檸,喉 輪攻め,挟 み出し,引摺投,膝 小





⑳ アマチュア相撲(昭 和57・1982年,全77名称 中4名 称 採用)




⑳ 日本相撲 協会資料(現 在,全156名称 中36名称 採用)
あい こひ き廻 し,相 引落 し,足 搦 み,網 打 ち捻 り,磯 の波枕,一 本立,い な
す,う け投,裏 掛,掛 け倒 れ,か っぱ じき,替 り身,冠 り,が らみ,け はた
き,小 掛,芝 返 し,す て身,た ぐりこみ,抱 き出 し,ち ょうち んだたみ,つ
つ き返 し,吊 倒 し,釣 り投 げ,取 足 り,胴 づ き,二 足投,二 挺投,ぬ き上 げ,
乗 り足,は ぐき落 し,腹 くじ き,引 捨,も たれ こみ,双 手捻,寄 りもどし。
⑳青少年の相撲指導要綱(現 在 ・全72名称中採用なし)
次に現在 の決 まり手が,こ の限 られた30の出典 の,ど の文献 か ら現われたか
を見た。[]で 囲 まれた名称 を順 にまとめると次の様 になる。






上手捻,掛 反,掛 投,外 掛,波 離間なげ。
⑩南部相撲取組(5手)





上手投,か わづ掛,首 投,下 手投,丁 斧掛,つ かみ投,突 落。
⑭相撲大全(9手)








足取 り,浴 せ倒 し,網 打,一 本 背負,打 棄,上 手出投,送 り出,と った り,




押倒,首 捻 り,小 手投,小 股掬,下 手捻,突 倒,二 枚蹴,寄 倒,割 出。
⑳ す もう(11手)
勇み足,大 股,送 倒,極 倒 し,腰 くだけ,裾 取 り,裾 払,外 檸 反,棲 取,吊
落,呼 戻。
決 ま り手 の 成 立
ここで収録 された相 撲技術 の名称 は,661であった。確認 された1,709手の う
ち,1,e48手・61.3%が重複 していた ことにな る。 この661手を成立年代順 に比
較検討す るために,技 術内容 か らの類別 を試みた。類別 の1つ の方法 として,
投 げ技,掛 け技な どの分類が考 え られ る。技術名称 の分類 を日本相撲協会 の採
用する方法 に従 お うとしたが ない。現在 の 日本相撲協会で公認 されてい る決 ま
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り手には,そ の技術 内容か らの分類がな く,厳然たる通 し番号で統一 されてい
る。 この番号 には,相 撲競技 の基本 とされている突,押,寄 に分類 される技が
1番か ら7番 まで並べてある。続 いて8番 か ら20番までが投げ技で,全 てOO
投 となっている。次 に相手の足を攻める掛 け技で21番か ら37番まであ り,掛,
取,蹴,股 な どの文字の付いた名称が多い。38番から42番までが反 り技で,全
ての名称が反の文字で終っている。次 は捻 り技で43番か ら58番まで,59番から
70番までは特殊技が続いてい る。最後に非技 として2つ 説明 してある。
この決まり手70手に通 し番号を付すに際 し,技 術内容を徹底的に吟味 し,研
究 したことが窺 える。投の文字の付いた波離間投を投げ技群の中に含めず,捻
り技群の番号の中に入れてあ り,掛 の文字の付いた引掛を,足 を攻めない こと
か ら,掛 け技 の中に入れずに特殊群の番号の中に入れてある。 さらに,歴 史的
伝統 を重ん じ,技術の分類 としては,最 も古い と思われ る投,掛,反,捻 の順
番 に技を配置 してある。
相撲技術の分類 は,現 在一般 に広 く流布 している実用書 ・指導書 ・技術書 ・
解説書の類のなかに見ると,揮 を取 る技 ・取 らない技,土 俵の中で決 まる技 ・
外で決まる技,進 歩 の度合 に応 じて初心者用の技 ・中級者用の技 ・上級者用の
技 に分けたもの,あ るいは,基 本技 ・投 げ技 ・掛 け技 ・反 り技 ・捻 り技などに
分 けたものなど,い ろいろである。その中で,笠 置山勝 一による 「相撲四十八
手」の分類を挙げると次頁の様 になる。
この分類法が,現 在の日本相撲協会の決まり手通 し番号制の背景 にある考え
方を,最 も良 く表わ していると思われる。そこで,こ の 「相撲四十八手」の分
類 に従って,技術名称の成立順 に見 ると,投げ手,掛 け手,反 り手,捻 り手 は,
多 くの出典 にまたが り,広 く技術の研究 ・開発がなされて来たことが良 く解 る。
現在の決 まり手 を年代別に見 ると,江戸時代以前2手,江 戸時代初期10手,江
戸時代中期22手,江戸時代後期 ・明治時代 ・大正時代18手,昭和時代20手とな
る。江戸時代中期の22手,日本相撲奨励会の17手が特 に注目される。 日本相撲
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大本になったと推測 される。昭和に入って新たに決定 された技 を見 ると,出す
と倒すを分けるとか,揮 を握 ると握 らないの違い とか,既 にある技 を形態的に
細か く見直 して分類 したものが多 くなって来た ことが特徴 と言える。基本技 と
特殊技 はどちらか と言えば,比 較的新 しい年代 に採用 されたものが多い。全体
的に見て,土 俵成立後 と見 られる年代 の文献 より,突 ・出 ・押 ・吊 ・倒 などの
文字の使用頻度が急激に多 くなって来ている。しかしなが ら,「相撲技術名称の




る事が試みられた。その際,技 術名称 は可能な限 り常用漢字で表記すること,
かな表記の場合は現代の漢字使用例に従 うことに心掛 けられた。
分析 された漢字 は,字 義によって次の様 に分類された。動詞,副 用語,身 体
関係語,生 活関係語,自 然関係語,そ の他,不 明の7種 である。 さらに,そ れ
ぞれが100名称中にどの位使用されているかを使用頻度 として,使用総数/総 技
術名称数 ×100から求めた。
以下出典別に7群 の種類数 と使用頻度 を示すと次の様 になる。初めの丸囲み
数字は出典整理番号,以 下 は漢字の使用数 を表わ している。
①新猿楽記の動詞は3種類で使用頻度4,上 位の順位 は②搦①掛,亘 であっ
た。以下同様に,副 用語4・5で ②小① 内,外,逆,身 体関係語3・3① 頸,
腋,小 となる。
②山家集の動詞 は3種類で使用頻度3,上 位 の順位 は①退,入,開 であった。
以下同様 に,身体関係語1・1で ①首,生 活関係語1・1で ①戸,自 然関係語
1・1で①鴨 となる。
③古今著聞集の動詞は1種類で使用頻度1,上 位の順位 は①挟であった。以
下同様 に,身 体関係語1・1で ①腹 となる。
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④源平盛衰 記の動 詞 は3種 類 で使用頻 度7,上 位 の順位 は③ 渡②搦,懸 であ
った。以下 同様 に,副 用語4・5で ② 大①小,内,外 とな る。
⑤異本 曽我物語 の動詞 は10種類 で使 用頻度20,上位 の順位 は④ 搦③亘,蹴 ②
掛,取,入 であ った。以下同様 に,副 用語7・7で ① 内,外,前,後,小,向,
逆,身 体関係後7・9で ③ 手① 頭,肚,腕,胸,皮,爪,生 活関係語1・1で
①斧,そ の他2・2で ①房,辻 となる。
⑥異 制庭訓往 来の動詞 は1種 類で使 用頻 度2で ②絡で あった。以下 同様 に上
位 の順 位 は,副 用語2・2で ① 内,外 とな る。
⑦節 用集 の動 詞 は12種類 で使 用頻度14,上位 の順位 は② 投,搦 ①落,透,突,
跳,取,張,稔,反,出,負 で あった。 以下 同様 に,副 用語1・1で ①無,身
体関係語4・4で ①肩,手,骨,爪,生 活 関係語1・1で ①櫓,自 然関係語1・
1で① 蛙,そ の他1・1で ① 法 となる。
⑧竹齋物語 の動詞 は8種 類 で使 用頻度9,上 位 の順位 は②返①投,倒,跳,
附,詰,入,差 であ った。以下 同様 に,副 用語4・4で ①大,小,向,横,身
体関係語3・4で ②首①腰,股,生 活 関係語1・1で ①車,そ の他1・1で ①
本 となる。
⑨相撲強弱理 合書 の動詞 は36種類 で使用頻度62,上位 の順位 は⑦投⑥掛④ 反
③返,立 で あった。以下 同様 に,副 用語10・16で③相②四,外,大,小,身 体
関係語16・25で⑦ 手②眼,腹,腰,生 活関係語4・4で ① 障泥,袖,車,枕,
自然 関係語6・6で ① 鴨,鷲,雀 鵠,狸,水,浪,そ の他7・7で ① 枠,所,
本,園,底,河 津,波 離間 とな る。
⑩ 南部相撲取 組 の動詞 は55種類 で使用頻 度147,上位 の順位 は⑫ 反⑪捻,返,
投⑦ 掛で あった。 以下 同様 に,副 用語19・48で⑨小④大,四 ③ 一,三,上,中,
身体 関係語15・38で⑧手⑤腰,股 ③首,膝,足,生 活関係語12・18で④ 車③櫓
②絹,自 然 関係 語16・22で③ 羽③鷲,木,水,波,そ の他19・29で⑤ 構③段,
所② 輪 朽,不 明3で あ けそ り,う しろ こう,こ うつ きとなる。
⑪ 身構 五種取 組 の動詞 は53種類 で使用頻 度149,上位 の順位 は⑱反⑬投⑩捻⑨
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挫,掛,返 であった。以下同様 に,副 用語20・50で⑨小⑤ 相④上,四 ③一・,中,
大,逆,身 体 関係語16・43で⑨手⑥股④腰,身 ③膝,足,生 活関係語11・16で
④ 車③櫓① 空穂,障 泥,篭 手,袖,挟,柵,筋 交,枕,撞 木,自 然関係語7・
10で②水,波,羽 ①鷹,鷲,蜘,磯,そ の他11・15で③段②輪 所①虚,寸,
本,想,陰,陽,厭,波 離間,そ の他2で うしろ こう,こ うつ きとな る。
⑫相撲伝書の動詞 は15種類で使用頻 度21,上位 の順位 は⑥投②立①挫,掛,
摺,返,透,違,蹴,附,砕,入,出,居,飛 であった。以下同様 に,副 用語
5・5で ①一・,五,上,下,相,身 体 関係語6・7で ② 手,腰 ①肩,胸,腹,
身,生 活 関係語3・3で ①矢柄,空 穂,櫓,自 然 関係語1・1で ①狸,そ の他
2・2で ①輪,本 とな る。
⑬相撲鬼拳 の動詞 は37種類 で使用頻度75,上位 の順位 は⑬掛⑪投⑦反⑥捻②
搦,廻,引,出,飛 で あった。以下 同様 に,副 用語13・19で② －i,上,下,大,
逆,相,身 体関係語7・11で ⑤手①首,頭,肩,腕,腰,足,生 活関係語11・
12で②櫓①矢,障 泥,篭 手,矢 倉,棲,絹,丁 斧,詑,枕,撞 木,自 然関係語
3・3で ①猿,木,波,そ の他7・7で ① 枠,錆,所,寸,朽,者,河 津 とな
る。
⑭相撲大全 の動詞 は54種類 で使用頻度121,上位 の順位 は⑮ 投⑧ 掛,出 ⑤返④
突であった。以下同様 に,副 用語17・36で⑤小,外 ④ 内③ 逆,双,身 体関係語
11・32で⑬ 手④股③首,腕 ②腰,足,生 活関係語14・23で④櫓③ 矢柄②捧,枕,
箒,撞 木,自 然関係語14・16で②猿,水 ①鴨,鴫,烏,羽,鯖,鮭,猴,蜻 蛉,
蛙,草,芝,波,そ の他6・6で ① 夢,所,本,擬,穎,波 離間,不 明2で つ
かみやか ら,え んづ りとなる。
⑮相撲 大全(埆 力秘 要録)の 動詞 は33種類 で使用頻度80,上位の順位 は⑫投,
掛⑪反⑦ 捻③ 居,飛 であった。以下同様 に,副 用語13・19で③一,後 ②四,小
① 内,外,前,中,下,大,並,向,逆,身 体関係語12・17で③手②眼,腕,
腰①首,頭,髪,脇,胸,腹,股,足,生 活関係語8・10で②褄,枕 ①檸,絹,
車,丁 斧,撞 木,擬 宝珠,自 然関係語10・10で① 鴨,鴫,羽,雀 鶴,i猿,蜻 蛉,
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木,草,水,磯,そ の他9・10で② 智①夢,力,寸,方,朽,厭 心,波 離間,
不明2で いし ごし,て ん こうそ りとな る。
⑯相撲 大全(手 捌八十二手)の 動詞 は51種類 で使 用頻度118,上位 の順位 は⑪
投⑨返⑧ 出⑥ 引⑤ 落,蹴 であ った。以下 同様 に,副 用語19・40で④一,前 ③ 四,
外,上,逆,双,身 体 関係語14・37で⑰手④ 足③腰②股,膝,生 活関係語6・
gで② 弓,矢 柄,袖 ① 空穂,綴,檸,自 然 関係語7・8で ② 浪① 鷲,羽,馬,
草,波,磯,そ の他5・6で ② 輪①夢,備,男,想 とな る。
⑰相撲大全(手 砕八十六手)の 動詞 は71種類 で使 用頻 度109,上位 の順位 は⑤
反④返,釣,詰,入,負 で あった。以下同様 に,副 用語13・24で④ 四,小 ② 外,
下,横,総,初,身 体 関係語10・40で⑪足⑧ 手⑥ 身⑤腰③肢,体,生 活 関係語
8・10で②樫,箒 ① 矢筈,挟,裾,柵,車,旗,自 然 関係語10・15で② 猿,草
① 鯉,鯨,牛,猴,芝,実,瀧,そ の 他10・11で② 輪 ① 虚,所,角,園;底,
不明7で えんづ り,ひ りうそ く,く さづ りづぬ,け ん とうっ りだ し,け ん とう
ながれあ し,こ しよつ たへ,こ んのふ とな る。
⑱相撲図式 の動詞 は34種類 で使 用頻度84,上位 の順位 は⑪投,捻 ⑨反⑧返⑤
掛であった。以下 同様 に,副 用語18・25で④大② 一,四,中,無,身 体 関係語
10・17で⑤ 手③ 腰②腹①首,頭,喉,腕,胴,膝,身,生 活 関係語9・11で ②
櫓,車 ①障泥,袖,挟,絹,丁 斧,枕,撞 木,自 然 関係語4・5で ② 波①雀鵠,
柏,磯,そ の他8・8で ①輪,児,所,寸,本,想,智,心 とな る。
⑲上覧相撲 記 の動詞 は26種類 で使 用頻度86,上位 の順位 は⑩ 出⑨投⑥ 負⑤押,
掛,切,詰 で あった。以下同様 に,副 用語4・7で ④ 四① 内,上,下,身 体 関
係語5・11で⑥ 手②腕 ①咽,肩,腰,生 活 関係語3・4で ②土俵①障泥,櫓,
自然関係語1・1で 猿,そ の他2・6で ⑤即① 輪 とな る。
⑳相撲隠雲解 の動詞 は24種類 で使 用頻 度 は64,上位 の順位 は⑬掛⑪ 投⑩反③
捻,落 で あつた。以下 同様 に,副 用語12・18で④ 小② 一,外,下 ① 二,八,内,
向,逆,双,片,無,身 体 関係語8・16で⑦ 手② 首,腕 ①頭,肩,掌,腹,足,
生活関係語9・11で ③ 矢倉① 障泥,棲,絹,櫓,丁 斧,枕,撞 木,擬 宝珠,自
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然 関係語3・3で ①鴨,狸,水,そ の他4・4で ①枠,柄,寸,本 とな る。
⑳ 日本相撲奨励会 の動詞 は33種類 で使用頻度61,上位 の順位 は⑪ 投⑥ 出,掛
③取②打,捻,落,込,切,反 で あった。以下同様 に,副 用語11・16で② 内,
外,上,下,双,無,身 体 関係語9・18で⑤ 手③首,足 ②腰①頭,喉,肩,掌,
背,生 活関係語8・9で ②櫓①檸,閂,丁 斧,鈷,網,撞 木,徳 利,自 然関係
語2・2で ①鴨,鯖,そ の他7・7で ①輪,所,本,丁,河 津,泉 川,出 水 川
となる。
⑳大正 の四十八手の動詞 は30種類で使用頻 度55,上位 の順 位 は⑪ 投⑤掛④ 返,
出③突であ った。以下 同様 に,副 用語13・20で③外②内,小,逆,双,無,身
体 関係語8・13で ③首,手 ②股①肩,.腕,腰,足,身,生 活関係語9・10で ②
櫓①矢柄,矢 倉,棲,檸,絹,丁 斧,瓢 撞木,自 然関係語3・3で ①鴨,鴫,
羽,そ の他3・3で ①所,河 津,波 離間 となる。
⑳一味清風 の動詞 は35種類 で使用頻度78,上位 の順位 は⑬ 掛⑩投,反 ④ 出③
落,伝,突 で あった。以下 同様 に,副 用語11・19で③上②一,内,外,下,双,
無,身 体関係語8・15で⑥ 手②首,足 ①頭,肩,腕,掌,腰,生 活関係語9・
10で②矢倉① 矢柄,障 泥,絹,閂,車,丁 斧,撞 木,擬i宝珠,自 然 関係語2・
2で①鴨,水,そ の他5・5で ①枠,寸,本,出 水川,ケ ンケ ンとなる。
⑳相撲新書 の動詞 は27種類 で使用頻度53,上位 の順位 は⑧投⑥ 掛④出② 挫,
捻,返,透,違,廻,繰,突,引,蹴,反 であった。以下同様 に,副 用語12・
20で③ 外② 上,小,逆,双,無,身 体 関係語8・16で⑤ 手③首②腰,股 ①頭,
肩,腕,足,生 活関係語8・IOで ③櫓①矢柄,棲,檸,絹,丁 斧,瓢,撞 木,
自然関係語3・3で ① 鴨,鴫,羽,そ の他3・3で ①所,河 津,波 離間 となる。
⑮ 相撲道綜鑑の動詞 は63種類で使 用頻度188,上位 の順位 は⑳投⑭ 出⑫捻⑪ 突
⑩ 寄で あった。以下同様 に,副 用語19・46で⑦上⑤下,小,逆 ③大,双,無,
身体 関係語16・44で⑱手⑤首③腰,足 ② 喉,腕,膝,生 活関係語15・24で⑥櫓
② 檸,閂,車,詑,自 然関係 語6・6で ①鴨,雀 鵠,鯖,獅 子,水,谷,そ の
他12・14で③輪① 枠,所,本,丁,厭,園,底,枚,河 津,泉 川,け ん けん と
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なる。
⑳ す もうの動詞 は40種類 で使 用頻度100,上位 の順 位 は⑬投⑦ 掛,出⑥倒⑤ 捻,
取,反 で あった。 以下同様 に,副 用語12・23で④外③ 小② 二,内,上,下,双,
身体関係語10・21で⑥ 手④ 足③股 ②腰①首,頭,肩,腕,掌,背,生 活 関係語
7・9で ② 裾,檸 ① 棲,櫓,丁 斧,網,撞 木,自 然 関係語1・1で ①鯖,そ の
他6・6で ①所,本,丁,枚,河 津,波 離 間 とな る。
⑳ アマ チ ュア相 撲 の動詞 は41種類 で使 用頻 度107,上位 の順 位 は⑬投⑦掛,出,
捻⑥倒 で あった。 以下同様 に,副 用語13・26で⑤小③ 外②二,内,上,下,大,
双,無,身 体 関係 語10・23で⑥ 手⑤股④足② 腰① 首,頭,肩,腕,掌,背,生
活関係語8・10で ② 裾,網 ① 棲,檸,櫓,丁 斧,瓢,撞 木,自 然 関係語1・1
で①鯖,そ の他6・6で ①所,本,丁,枚,河 津,波 離間 とな る。
⑳ 真説相撲 見 聞録 の動詞 は40種類 で使 用頻 度102,上位 の順位 は⑬投⑧ 出⑦ 掛
⑥捻,倒 で あった。以下 同様 に,副 用語12・25で④外③ 上,小 ② 二,内,双,
i無,身体 関係語10・24で⑧ 手④ 足③股②首,腰,生 活 関係語7・9で ②裾,檸
①棲,櫓,丁 斧,網,撞 木,自 然 関係語3・3で ①鯖,虻,笹,そ の他6・6
で①所,本,丁,枚,河 津,波 離間 となる。
⑳ 日本 相撲協 会 資料 の動 詞 は68種類 で使 用頻度200,上位 の順位 は⑱投⑰ 掛⑪
出⑨ 捻,倒 で あ った。以下 同様 に,副 用語16・47で⑦ 小④ 外,大 ③ 一,二,四,
内,上,下,逆,相,双,身 体 関係語18・51で⑯ 手⑦足⑤腰,股 ③首,生 活関
係語19・25で③ 櫓② 裾,檸,車,枕,網,自 然 関係語7・8で ② 波①鷲,鯖,
狸,芝,水,磯,そ の他8・10で ③本① 輪,所,挺,枚,河 津,波 離間,ケ ン
ケン となる。
⑩ 青少年の相撲 指導要綱 の動詞 は40種類 で使 用頻 度101,上位 の順位 は⑬ 投⑧
出⑦掛⑥ 捻,倒 で あった。以 下同様 に,副 用語12・25で④外③ 上,下,小 ② 二,
内,双,無,身 体 関係語10・24で⑧ 手④足③ 股②首,生 活関係語7・9で ②裾,
檸①棲,櫓,丁 斧,網,撞 木,自 然 関係語1・1で ①鯖,そ の他6・6で ①所,
本,丁,枚,河 津,波 離 間 となる。
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これ らをま とめる と次 の様 にな る。
○動詞(149種,使 用総 数872回,使用頻 度132)
⑰投⑬ 掛⑳反⑰ 捻,出 ⑮ 返⑫ 引⑳ 挫⑱ 突,蹴 ⑰ 落⑯廻⑮倒 ⑭入,渡,取
⑬搦,寄 ⑫押,込,詰 ⑪切,立,打 ⑩ 附⑨ 折⑧ 繰,吊,合,居,飛 ⑦抜,







O副 用語(33種,使 用総 数238回,使用頻度36)
⑳ 小⑲ 四⑱上⑯ 一,下 ⑭相⑬ 逆⑫ 外⑩ 大⑨ 無⑧ 三⑦ 双,片 ⑥ 内,前 ⑤ 二,
後④ 中,向,横,素 ③ 高,裏 ② 五,右,総 両,諸,初 ① 左,並,〆,
不,勝,仕,吸 。
O身 体 関係語(31種,使 用総数241回,使用頻 度36)
⑳ 手⑪足⑲腰⑯ 股⑮身⑫ 首⑧腕⑥ 腹,膝 ⑤胸,肢 ④喉,眼,体 ③ 頭,肩,
爪② 頸,脇,背,胴 ① 歯,歯 茎,咽,肚,骨,皮,腋,叉,掌,髪 。
O生 活関係語(38種,使 用総 数109回,使用頻 度17)
⑮ 櫓⑦ 車⑥檸 ⑤ 矢柄,枕,矢 倉,裾,棲,絹,土 俵,錠,網 ② 弓,矢 筈,
空穂,籠 手,袖,挟,閂,箒,撞 木,擬 宝珠①提燈,仏 壇,徳 利,瓢,
旗,衣,丁 斧,斧,筋 交,柵,戸,矢,冠,綴,障 泥,鉄 砲 。
○ 自然 関係 語(35種,使 用総数68回,使 用頻 度10)




○ その他(42種,使 用総 数85回,使 用頻度13>
⑧本⑦ 所,輪 ⑥ 段⑤ 即,構 ③ 河津,枠,夢,虚,想,陰,陽,朽,智,
寸① 房,辻,法,錆,力,備,男,児,方,丁,挺,名,厭,者,心,
角,擬,園,頼,枚,波 離 間,泉 川,出 水川,さ また,ケ ンケ ン,ね ち。
O不 明(11種,出 現総数13回,出 現…頻度2)
全体 の構成 を文字の使用頻 度で見 る と,動 詞132,副用語36,身体 関係語36,
生活関係語17,自然 関係語10,その他13,不明2,合 計245である。 この こ とか
ら,日 本 の相撲 技術 の名称 は2.45語で構 成 されてい る ことにな り,つ ま り2語
類 と3語 類 力ssほぼ半数 ずつ とい うことにな る。現在 の決 ま り技 の中で例 を挙 げ
ると,2語 類 は寄 切 り,肩 透 し,外 掛 けな どであ り,3語 類 は上手投,蹴 手繰
り,外 無双 な どで あ る。突 出 しな ど動詞+動 詞 が約4割,内 掛 けな ど副用語+
動詞,腰 投 げな ど身体 関係 語+動 詞,櫓 投 げな ど生活 関係語+動 詞 お よび鯖折
りな ど自然 関係語+動 詞 な どを合 せて約3割,そ の他上手投 げ な どが約3割 と
い う構成 にな る。
動詞 は全体 として,投,掛,反,捻 の順位 で使 用 され ていた。 「相 撲大全」に
四十八手分別 として,夫 す まふ の手 は,古 法 四手 な り,此 一手 よ り,投,掛,
捻,反 の十二手宛,編 出 し,四 十八手 と定 む とある。
それ以来,ど の時代 において もこの投,掛,捻,反 の四分類 に こだわ り,そ
れぞれの投 げ技12手,掛 け技12手,反 り技12手,捻 り技12手の研究 ・開発 に努
力 した結果 だ と考 え られ る。
昭和時代最後 の場所 とな った九州場所 幕 内全取組 の決 ま り手 は,最 も多 いの
が寄切 りで89.5回35%であ った。2位 以下 は順 に押 出 し34回13.3%,上手投 げ
16.5回6.4%,叩込 み16回6.3%,送り出 し13回5.1%,寄倒 し12回4.7%,引落
し10回3.9%,突落 し8回3.1%,上 手 出投 げ7.5回2.9%,下手投 げ7回2.7%と
なる。回数で少数点 が付 くの は,幕 内力 士 と十両 力士 との取組 も含 まれ るか ら
である。笠置 山の分 類 に従 えば,基 本技58.8%,特殊技20.2%,投げ手16.3%,
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掛 け手2.3%,捻り手2.0%,反 り手0%,不 戦0.4%であった。出羽海 ・向坂 の
年間全取組 を対象 とした決 ま り手 も,寄 切 りと押 出 しで ほぼ半数 とな り,同 じ
傾向であった。漢字 で は寄,切,出,押,投 の順 とな る。古今 より投,掛,反,
捻 に固執 し研究 ・開発 して来 ているが,現 在 の決 ま り手で見 る限 り寄,切,出,
押,投 である。相撲 をスポー ツ競技 として違 った角度か ら本質 に迫 るようで興
味深 い。
投,掛,反,捻 ・出 に続 いて返,引,挫,突 ・蹴,落,廻,倒,入 ・渡 ・取,
搦 ・寄,押 ・込 ・詰 が上位20位で ある。負 うと負 けを1つ として扱 うと負 も同
数 で上位20の中に入 る ことになる。文献 に現 われ た来 た順序 は,最 も古い もの
か ら搦 ・掛 ・亘,退 ・開 ・入,挟,1度 ・懸,搏 ・級 ・蹴 ・取 ・反 ・走,絡,投 ・
落 ・透 ・突 ・跳 ・張 ・趨 ・出 ・負 となる。四分類 の投,掛,反,捻 の うち,掛
が最 も古 く,続 いて反,次 に投 が来 ている。
土俵 の成立 についてい ろいろの説が あ る。 はっき りと年代 を推定 した もので
1625年か1637年,あるい は天正年中(1573～1592年)としてい るが,時 代・考証
され た ものでは寛文(1661～1672年)・正徳(1711～1715年)であ ろう。 この文
献 で限 って言 えば,⑨ 相撲強弱理 合書,⑩ 南部相撲取組,⑪ 身構五種取組 は土
俵成立の可能性 あ りで,⑫ 相撲伝 書 は土俵成立後 と見 られる。土俵 の成立 と相
撲 の技術的変遷 と重ね合わせ て見 る とさらに面 白い。「国 ゆず り」に見 られ る取,
描,批,投 の技術,野 見宿禰 と当麻 微速 の天覧相撲 に見 られる蹴,折,踏 の技
術,河 津三郎祐泰 と俣 野五郎景久 の武家相i撲に見 られ る投,寄,当,引,掴,
差,揚,延,纏,反,倒 の技術 な ど,決 ま り技 に現われない動作 も見逃せ ない。
これ らは,い ずれ も土俵 の成立以前 の もので あ り,相 撲 の技術,相 撲 の技術名
称 が,土 俵の成 立 を境 にして変化 す る様が実 に興味深 い。
副用語は,小,四,上,一 ・下,相,逆,外,大,無 の順 で使 用 されていた。
小 が最 も多 く,大 よ りも1頂位が高いの は,小 手,小 股 な どに良 く使 われ てい る
結果 である。数字で は,四,一,三,二,五 の順 で ある。四 の多いの は,四 肢
の使 われ方が殆 どで ある。 しこと読 む場合 とししと読む場合が ある。 しし と読
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む場合 には,音 から獅子の字を当てることも見 られる様 になる。二 は,双,両,
諸などの字 も含 めると,意 味の上か ら一躍順位 を上 げて四に次 ぐことになる。
対句で見 ると,そ の文言内での順位 は,小 ・大,上 ・下,外 ・内,前 ・後,右 ・
左 となる。 これ らは,多 くの場合,対 句 として同 じ文献 に使われている。 しか
しなが ら,裏 はあるが表が見 られなかった り,高 があるのに低がなかったりす
るのが何 とも興味深 い。
身体関係語の使 用頻度 は,手,足,腰,股,身,首,腕,腹 ・膝,胸 ・肢,
喉 ・体,頭 ・眼 ・肩 ・爪,頸 ・脇 ・背 ・胴 の順位であった。投 げ技,掛 け技,
反 り技,捻 り技な どと同=様に,相 撲の技術 内容を端的に表現 しているようで面
白い。全身 あるいは身体 を表わす言葉 として身,肢,皮,体 がある。細かな身
体部位 で は喉,髪,歯,爪 な とがあげられ る。重複 している身体部位 として首 ・
頸 ・咽 ・喉,腕 ・手 ・掌,腋 ・脇 ・胴な どがあげられよう。 このようにして見
るとほぼ全身 を隈無 く網羅 しているが,顔 と脚の部分だけが欠落 している。古
来より相撲の禁手 として,眼,耳,鼻,口 などをあげているが,顔 の欠落 は,
これ と無関係ではないだろう。禁 じ手,安 全性への配慮,相 撲の普及,相 撲の
競技化で確立 された もの となって来 たと思われる。 ただ,眼 だけは使用頻度4
であったが,居 眠相,立 眼相 あるいは居眠,立 眼 として使われており,攻め技,
極わ り技 とい うよりも構 え方 としての意味合いが強い様 に思われ る。一方,脚
の欠落 は,技 術的な要素が大 きく関与 していると思われる。手 ・腕 ・掌などを
含めると使用頻度87に対 して足 は31である。股,膝 を加 えて も53にしかならず
身体部位の使用頻度差 は歴然 としている。 あるいは,顔 の欠落 と同 じように,
安全性への配慮 なども考 えられるか も知れない。脚 は脚 でも股 ・膝 ・足 を含 ま
ないとなると,い わゆる急所 としての弁慶の泣 き所だけが残 されることになる
か らである。
自然関係語の使用頻度 は羽,草,猿,水 ・磯,波 ・浪 ・鷲,獅 子 ・蛙 ・木 ・
芝の順位である。身体関係語使用頻度1位 の手 と自然関係語使用頻度1位 の羽
は,人 と鳥の違いはあれ共通す るところか ら面 白い。技術の擬人化あるいは技
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術の比喩化が見 られ るのであろう。磯 ・波 ・雪 な ど天地 が17,羽も含 めて鳥類
が16,草木が15,獣が12,小動物が8で あ った。天地 自然 の美 しい景色な どを
称 して,花 鳥風月 など と言 うが,そ れ らとは違 った独 自の世界 を描 いてい る様
に思われ る。言 い換 えれ ば,も う一歩人 間味 を感 じる相撲 の世界 と言 えな くも
ないだ ろう。 さらに現在の相撲決 まり手 に残 ってい る もの は鯖のみで淋 しい限
りである。 さらにその鯖 に,江 戸時代 か らの伝統的な庶民性 を感 じる ことに,
一層 の哀愁 が漂 っている。
鯖折 りは,な ぜ鯖か とい う事が疑 問 として残 る。鯖 は"鯖大師""サバ を読 む"
"鯖節""鯖 鮨""鯖 雲"な どの使 われ方で
,日 常会話 に も登場す るが,一`鯖の生
き腐れ"に 見 られ る急激 な鮮度低下,身 の崩れ方,身 と骨 の離れ方 な どガ クッ
と崩れ落ちる様 が,鯖 折 りに例 え られたので あろ う。 さらに,切 り餅 と丸餅で
代表 され る食文化圏で,関 西 の薄味 ・鯛 ・食文化圏 と関東 の濃 い味 ・鯖 ・食文
化圏 なるこ とも聞 くが,語 源 として関係が ない とも思われ ない。
生活関係語の使用頻 度 は,櫓,車,檸,矢 柄 ・枕 ・矢倉 ・裾 ・棲 ・絹 ・土俵 ・
鎗 網 の順 であった。矢柄,矢 倉,弓,矢 筈,空 穂,籠 手,旗,冠,綴,障 泥,
鉄砲 な ど武具類 に注 目され る。「武 を講 じ,射 御 を習 し,以 て角力す」とか 「秦
の武王,角 を好 み」な ど,広 義の相撲 と武の結 び付 きが感 じられ る。 さらに神
事相 撲,節 会相撲,武 家相撲 と続 き,武 具類 の相撲名称採用 とな るのであ ろう。
相撲が大衆 の手 に渡 り,勧 進相撲 に移行 す る と武具関係名称 が激減 するの も特
徴的であ る。庶民 の生活が滲 み出ている檸,箒,撞 木,提 燈,瓢 な どは,一 般
生活か ら姿 を消 し,い つ しか相 撲名称 のみにその名 を留め るような時代 にな る
か も知 れない。 あ るい は,す で に,そ の様 な時代 なのか も知れ ない。
その他 として は,使 用頻 度順位 は本,所 ・輪,段,即 ・構,河 津の順 である。
本 は一本,二 本 として使われ てお り読 む本 で はない。所 も輪 も段 も数詞 と一緒
に使 われる事が多い。 もうひ とつの分類 法で は,広 い意味で の身体 ・人倫 に含
まれ ると思われ る男 ・者 ・児 ・力 ・心 な ど,少 数で はあ るが含 まれて いる。一一
時代 を除 いて,相 撲 の歴史上 に女性が登場 して来ない ことな どが,こ の結果 に
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現われている。
注目されるのは,河 津,泉 川,出 水川,さ またな ど個人名が相撲名称 に残 さ
れている例であるが,「相i撲技術名称の変遷」に詳 しい。波離間投 げの波離間に
っいては,そ の解説が見当 らなか った。地名の播磨,あ るいは個人名の播磨が
転 じた ものか,ま たは水晶,ガ ラスの古称の破璃か,字 義通 り波 と離れ る間な
のかいまひ とつはっ きりとしない。
ま とめ
古今の相撲技術名称 を30の文献よ り可能な限 り成立年代順 に661手収録 した。
現在,日 本相撲協会の採用 している決 まり手70手と勝負結果2手 の時代的変遷
を見た。土俵の成立後,決 まり手の中に突,出,押,吊,倒 などの文字の使用
頻度が急激に多 くなって来 る傾向が指摘された。
さらに,技 術名称 を動詞,副 用語,身 体関係語,生 活関係語,自 然関係語,
その他,不 明 に分け,相 撲技術名称 の時代的変遷を考察する手掛 りとした。
それぞれの使用頻度順 に動詞 は投,掛,反 ・捻,出,副 用語 は小,四,上,
一 ・下,身体関係語 は手,足,腰,股,身,生 活関係語 は櫓,車,檸,矢 柄 ・
枕 ・矢倉 ・裾 ・褄 ・絹 ・土俵 ・錠 ・網,自 然関係語 は羽,草,猿,水 ・磯,そ
の他は本,所 ・輪,段 ・即,構 であった。 その背景には伝統的な相撲文化が感
じられる。
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